
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・
11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “みなのまち議会だより”で
検索してください。

議会ホームページから、議会だよりの
バックナンバーがご覧いただけます→

毎回議会終了後「議会の活動や内容をどう伝

えたらよいか」、委員一同みんなで考え、発行

しています。

これからも、伝える議会だよりから「伝わる

議会だより」をめざし、努力していきます。

ぜひ読んでください。

　　　広報常任委員長　常山知子

P.4

P.6

P.2 「伝わる議会だよりを
　　　　　　　めざして」

令和２年度予算を可決

６名の議員が一般質問

皆野町議会
新たな体制でスタート

マレットゴルフ場
 総事業費4,755万円

令和２年３月定例会
2020年５月１日発行

第33号
埼玉県皆野町議会

（議員紹介はP.2）
4年間、よろしくお願いします
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第
33
号
（
令
和
２
年
３
月
定
例
会
）

常つ
ね
や
ま山
知と
も
こ子 

議
員

住
み
や
す
い
町
に
!!

宮み
や
ま
え前

　
司
ま
も
る 

議
員

安
全
な
町
づ
く
り
を

四よ
も
だ
方
田
　
実
み
の
る 

議
員

初
心 

忘
る
べ
か
ら
ず

皆野町議会議長 若
わかばやし

林光
み つ お

雄

Tomoko Tsuneyama

Katsuo Uchikai

Mamoru Miyamae

Minoru Yomoda

Kinsaku Osawa

公共交通の整備、子育て支援、防災

対策、社会保障などたくさんの課題

があります。皆さんと一緒に住みや

すい町をつくっていきます。

広報常任委員長

総務教育厚生常任委員

議会運営委員

少子化・人口減少に歯止めをかけ、

少しでも地域活性化を図り、夢や希

望を持ち、生活の安定・福祉が充実

した町に。

産業建設常任委員

皆野町監査委員

私たち、議会事務局も

よろしくお願いします。

議員の皆さんと共に、議長を補佐し

ながら、安心・安全に暮らせるまち

づくりに全うするよう努めます。

皆野町議会副議長

総務教育厚生常任委員

広報常任委員・議会運営委員

優勝した力士の言葉を借りれば｢も

う70歳ではなくまだ70歳｣百歳の

方から見ればまだ若僧。燃える志と

初心忘れず子育て支援に注力したい。

総務教育厚生常任委員

議会運営副委員長

秩父広域市町村園組合議会議員

どの家庭にも緊急車両が通行出来る

よう、道路整備の推進に努めます。

農林業の被害が急増する中、有害鳥

獣の駆除にあたります。

議会運営委員長

産業建設常任委員

就任のご挨拶
３月定例会において、議員皆様の推挙により、議長に就任いたしました。

議会の代表として、公平・公正な議会運営に真摯に取り組みます。　

今、新型コロナの影響で世界中が大変な状況となり、当町でも諸行事

が中止又縮小されております。早い収束を祈ると共に、安心・安

全のまちづくりを目指し、議長就任の挨拶といたします。

内う
ち
か
い海
勝か
つ
お男 

議
員

―
平
和
・
安
全
・

　
　
共
生
の
町
―

議
会
事
務
局
長

 

吉
岡
明
彦

議
会
事
務
局
主
査

宮
島
久
枝

大お
お
さ
わ澤
金き
ん
さ
く作 

議
員

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
を

産業建設常任委員
Mitsuo Wakabayashi



皆
野
町
議
会
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
年
度
予
算
、
議
会
の
注
目
点
は

６
名
が
登
壇　
一
般
質
問

3

令
和
２
年
５
月
１
日
発
行

林は
や
し　

太た
へ
い平 

議
員

住
ん
で
い
る
町
民
が

良
い
と
思
え
る
町
に

大お
お
つ
か塚
鉄て
つ
や也 

議
員

初
心
　
活
気
溢
れ
る

ま
ち
づ
く
り

小こ
す
ぎ杉

修し
ゅ
う
い
ち一 

議
員

初
心
　
み
ん
な
の

ま
ち
づ
く
り

Tahei Hayashi

Yutaka Hayashi

Tetsuya  Otsuka

Tatsuo Arai

Shuichi Kosugi

Michiko Osawa

高齢化が進んでいる中で、地域で一

声掛け運動、助け合い運動、で明る

い町に、町民の声を町政へ。

総務教育厚生常任副委員長

広報常任委員

皆野・長瀞下水道組合議会議員

多くの町民の方々の声、時にはささ

やくような小さな声、声にならない声

にも耳を傾けて町政に反映させてゆ

きたいと考えています。

総務教育厚生常任委員

秩父広域市町村園組合議会議員

誠実をモットーに、理不尽な事に目

を背けない行動を心掛けて、笑顔が

少しでも多い生活を目指し、町の繁

栄に全力を尽くします。

産業建設常任副委員長

皆野・長瀞下水道組合議会議員

広い年齢層と謙虚な気持ちでお付き

合いでき、地域活性化による、うる

おいのあるまちづくりをいつも考えて

います。

産業建設常任委員

広報常任副委員長

皆野・長瀞下水道組合議会議員

郷土創造の理念のもと、希望のまち

づくりにさらに気合いを入れて取り組

んでまいります。

産業建設常任委員長

広報常任委員・議会運営委員

皆野・長瀞下水道組合議会議員

小さな子ども達から高齢者の皆さん

まで、心豊かに明るく安全に暮らせ

る町づくりに取り組んでまいります。

総務教育厚生常任委員長

広報常任委員

議会運営委員

新あ
ら
い井
達た
つ
お男 

議
員

町
の
活
性
化
は

健
康
づ
く
り
か
ら

大お
お
さ
わ澤

径み
ち
こ子 

議
員

町
民
の

笑
顔
の
た
め
に
!!

 令和２年 第１回（３月）定例会

林は
や
し　

豊
ゆ
た
か 

議
員

町
民
の
声
を

よ
く
聞
い
て

新体制で
新たなスタート
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第
33
号
（
令
和
２
年
３
月
定
例
会
）

 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

　
令
和
２
年
度一般
会
計
予
算
の
中
で

一番
大
き
な
議
案
は
、
令
和
元
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
建
設
」

に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
設
計

業
務
委
託
料
、
建
設
用
地
の
購
入
費
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
、18
ホ
ー

ル
、
管
理
棟
、
簡
易
ト
イ
レ
、
水
道
、

駐
車
場
を
整
備
す
る
予
算
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊

　
地
域
活
性
化
を
図
り
、
老
若
男
女
が

楽
し
め
る
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
事

業
で
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
町

長
を
は
じ
め
町
当
局
の
熱
い
思
い
は
町

民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
、

議
会
と
し
て
丁
寧
な
質
疑
に
努
め
ま
し

た
。

 

議
員
か
ら
は
こ
ん
な
質
疑
が 

 

質
疑  

立
地
場
所
を
日
野
沢
に
し
た
理

由
は
。

 

答
弁  

町
内
数
ヵ
所
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
皆
野
の
奥
座
敷
、
華
厳
の
滝
や
温

泉
も
あ
り
、
日
野
沢
に
決
定
し
ま
し
た
。

 

質
疑  

今
回
の
土
地
取
得
に
つ
い
て
（
６

０
５
５
平
方
メ
ー
ト
ル
・
８
４
７
万
７
０
０

０
円
）、
１
事
業
と
し
て
一
括
し
た
形
で
提

案
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。 

！

 

答
弁  

議
案
の
中
で
全
体
像
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
契
約
が
あ
る
場
合
は
議

案
の
中
で
説
明
を
し
、
全
体
を
示
す
よ

う
に
し
ま
す
。

 

質
疑  

昨
年
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
予
算

質
疑
の
中
で
、
事
業
費
は
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
を
予
定
と
の
答
弁
で
し
た
が
、

今
回
提
案
さ
れ
た
事
業
費
は
３
０
０
０

万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
す
か
。

令
和
２
年
第
１
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
３
月
10
日
〜
13

日
ま
で
の
４
日
間
開
催
。
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な

ど
町
長
提
出
議
案
23
件
（
議
案
20
件
、
同
意
３
件
）
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、一
般
質
問
に
は
６
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。

３月
定例会

 ！  財産取得に係る規定では、予定価格７００万円以上、１件（１つの契約）5,000平方メートル以上のみ、
議会の議決を受けることになっています。

 

令
和
２
年
度
予
算
審
議
、
活
発
な
質
疑

マレットゴルフ場マレットゴルフ場
  総事業費4,755万円  総事業費4,755万円

地元の方とプレイする町マレットゴルフ協会の皆さん（長野県池田町にて）

毎夏にぎわう親鼻河原

新年度予算で、国神小・三沢小はウォシ　ュレット機能付洋式トイレに変わります
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令
和
２
年
５
月
１
日
発
行

新年度予算の
詳しい内容は
「広報４月号」
をご覧ください

令和２年度 当初予算を可決
一般会計予算
41億7,970万円
（昨年度比6,792万円増）

予算総額
65億1,580万円

特別会計を含めた

主な事業
＊日野沢川ふれあい広場整備費	 1,160万円

＊親鼻河原観光トイレ整備費	 1,015万円

＊児童・生徒用タブレット端末購入費	 1,278万円

＊小学校トイレ洋式化（国神・三沢小）工事費	 3,740万円

＊３歳児健診における眼科健診の充実　	 　132万円

＊マレットゴルフ場整備総事業費　　　	 4,755万円
 （工事費3,089万円　令和２年度予算）
 （土地購入費1,325万円・設計委託費３４１万円　令和元年度執行済）

（単位：万円／未満切捨）

皆
野
町
議
会
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
年
度
予
算
、
議
会
の
注
目
点
は

６
名
が
登
壇　
一
般
質
問

 令和２年 第１回（３月）定例会

？ ギガ（GIGA）スクール構想とは？

これからの時代を生きる子どもたちの未来を見据え、児童・生徒向け一人一台の学習端末と高速大容量の通

信ネットワークを一体に整備する国の構想です。（ＱＲコードから文科省ホームページの関連資料が見られます）

 

答
弁  

嵐
山
町
を
参
考
に
し
た
金
額
で

し
た
が
、
当
町
の
工
事
内
容
と
し
て
水

道
を
引
い
た
り
、
管
理
棟
・
駐
車
場
・

ト
イ
レ
等
を
造
る
予
定
に
な
り
、
増
額

し
た
も
の
で
す
（
嵐
山
町
は
す
で
に
あ
る
公

園
の
中
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
）。

 

質
疑  

施
設
の
運
営
や
受
付
窓
口
等
、

維
持
管
理
を
す
べ
て
皆
野
町
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
協
会
に
委
託
す
る
考
え
で
す
か
。

 

答
弁  

体
育
施
設
と
い
う
よ
り
緑
地
公

園
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
い
ま
す
。
細
か

い
こ
と
は
ま
だ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

 

質
疑  

こ
の
事
業
に
関
し
て
、
国
や
県

へ
の
補
助
金
申
請
は
。

 

答
弁  

現
在
１
件
申
請
し
て
い
ま
す
が
、

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
か
は
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
。

   

親
鼻
河
原
観
光
ト
イ
レ
を
新
設  

 

質
疑  

親
鼻
河
原
に
下
り
る
手
前
の
町

道
下
田
野
１
号
線
に
隣
接
す
る
場
所
へ

の
ト
イ
レ
新
設
に
当
た
り
、
河
原
と
下

田
野
１
号
線
の
双
方
か
ら
の
利
用
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

 

答
弁  

以
前
の
ト
イ
レ
が
昨
秋
の
台
風

19
号
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

度
は
下
田
野
１
号
線
と
河
原
に
下
り
る

道
の
間
に
建
設
し
ま
す
。
交
通
安
全
等

も
含
め
、
よ
く
検
討
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

 
3
歳
児
眼
科
健
診 

 

質
疑  
「
携
帯
型
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
」
と
は
。

 

答
弁  

3
歳
児
健
診
の
充
実
を
図
る
た

め
の
も
の
で
、
近
視
・
遠
視
・
乱
視
・
屈

折
異
常
な
ど
が
瞬
時
に
評
価
で
き
、
視

覚
異
常
の
早
期
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

保
健
師
・
看
護
師
も
操
作
可
能
で
、

健
診
等
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
眼
科

健
診
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
導
入

す
る
も
の
で
す
。

 

そ
の
他
の
質
疑 

 

質
疑  

国
神
・
三
沢
小
学
校
ト
イ
レ
洋

式
化
工
事
と
は
、
す
べ
て
の
ト
イ
レ
を

洋
式
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

 

答
弁  

す
べ
て
の
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

質
疑  

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費
に
つ

い
て
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

国
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想 

？ 

か

ら
出
発
し
、
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
。
ま
ず
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
し
て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境

を
整
備
し
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
小
学

校
５
・
６
年
生
、
中
学
校
１
年
生
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
ま
す
。

親鼻河原

荒川

三沢川

国
道
1
4
0
号

親鼻橋
観光トイレ
設置場所

新年度予算で、国神小・三沢小はウォシ　ュレット機能付洋式トイレに変わります

（イメージ）
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第
33
号
（
令
和
２
年
３
月
定
例
会
）

「
み
な
の
美
の
山
さ
く
ら

マ
ラ
ソ
ン
」
今
後
は

林は
や
し　

太た

へ

い平

質
問

３
月
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た

「
第
６
回 

み
な
の
美
の
山
さ
く

ら
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
昨
年
の
台
風
の
影

響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
開
催
さ
れ
る
の
か
、
こ
の
ま

ま
中
止
に
な
る
の
か
、
教
育
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
弁

昨
年
10
月
の
台
風
19
号
の
影
響

に
よ
り
、
秩
父
市
側
の
美
の
山

観
光
道
路
が
崩
落
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

第
6
回 

み
な
の
美
の
山
さ
く
ら
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
迂
回
路
と
し
て
使
わ
れ
る

道
路
で
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
て
迂
回
路
の

確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く

中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
町
内

を
は
じ
め
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
多

い
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま

ま
中
止
に
す
る
の
で
は
な
く
、
引
き

続
き
令
和
２
年
度
も
開
催
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

質
問

今
後
も
み
な
の
美
の
山
さ
く
ら

マ
ラ
ソ
ン
、
工
夫
し
て
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

答
弁

み
な
の
美
の
山
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
町
民
の
健
康
増
進
、

体
力
向
上
、
町
の
観
光
と
宣
伝
や
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
も
あ
わ
せ
て
、
町

の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

製
作
に
町
も
負
担
を

小こ

杉す
ぎ 

修し
ゅ
う

一い
ち

質
問
　

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
発
行

は
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
い
う
民
間

会
社
の
営
利
事
業
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
、
製
作
の
要
望
が
町
民
か
ら
あ
っ

た
の
で
す
か
。

　

「
町
民
に
と
っ
て
便
利
で
い
い
も
の

で
あ
り
、
町
と
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
共

同
事
業
」
と
言
わ
れ
る
な
ら
、
町
も

応
分
の
負
担
を
し
て
、
町
の
商
工
業

者
の
広
告
料
が
安
く
な
る
よ
う
な
工

夫
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁

前
回
発
行
か
ら
５
年
経
ち
、

そ
の
掲
載
内
容
に
も
様
々
な

変
更
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
発
行
を
考
え
ま
し
た
。

　

町
の
商
工
業
者
の
皆
様
の
広
告
料

で
製
作
さ
れ
ま
す
が
、
広
告
を
載
せ

る
こ
と
で
売
上
の
増
収
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

質
問

特
産
品
の
ペ
ー
ジ
が
な
く
な

る
よ
う
で
す
が
、
皆
野
町
に

特
産
品
は
な
い
の
で
す
か
。

答
弁

町
民
の
皆
様
に
改
め
て
特
産

品
を
お
知
ら
せ
す
る
必
要
性

は
低
い
と
考
え
た
も
の
で
す
。

質
問

町
長
が
１
ペ
ー
ジ
目
で
挨
拶

を
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、「
町

の
商
工
業
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
広

告
料
で
も
っ
て
製
作
さ
れ
た
」
と
ぜ

ひ
大
き
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

色
々
大
変
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

年
も
ま
た
秩
父
音
頭
ま
つ
り
で
は
商

工
業
者
の
皆
様
に
は
協
力
金
を
お
願

い
さ
れ
ま
す
か
。
こ
の
際
、
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
さ
ん
に
も
協
賛
を
お
願
い
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

答
弁

今
年
も
皆
様
の
ご
協
賛
を
頂

い
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
さ
ん
に
は
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。

　

昨年の「みなの美の山さくらマラソン」

小学生の部、元気にスタート！

町の考えを聞きました［ 一般質問 ］
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令
和
２
年
５
月
１
日
発
行

質
問

学
校
図
書
館
の
司
書
配
置
に
つ

い
て
、
昨
年
６
月
議
会
で
「
今

後
さ
ら
に
検
討
す
る
」
と
い
う
答
弁
で

し
た
。
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
か

伺
い
ま
す
。

答
弁

読
書
好
き
な
子
供
を
育
て
る
こ

と
、
学
校
図
書
館
を
活
用
す
る

授
業
、
読
書
月
間
の
充
実
、
読
解
力
の

育
成
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

令
和
２
年
度
か
ら
町
内
に
拠
点
校
を
つ

く
り
、
司
書
１
名
、
支
援
員
１
名
を
配

置
し
て
い
き
ま
す
。

 

誰
も
が
使
い
や
す
い
公
共
交
通 

 

の
確
立
を
！ 

質
問

こ
れ
ま
で
何
度
も
公
共
交
通
の

充
実
を
求
め
て
質
問
を
し
て
き

ま
し
た
。
答
弁
の
「
現
在
の
方
法
が
ベ

タ
ー
」
と
い
う
認
識
に
今
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答
弁

町
の
公
共
交
通
に
対
す
る
お
出

か
け
タ
ク
シ
ー
は
、
ベ
タ
ー
と

の
認
識
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

公
共
交
通
を
考
え
る
検
討
会
を

立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

答
弁

検
討
会
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

 

町
営
住
宅
の
空
き
室
及
び
空
き
家 

 

の
活
用
に
つ
い
て 

質
問

山
間
地
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
病
弱
の
人
、
ま
た
大
雪
対

策
と
し
て
冬
季
間
町
営
住
宅
の
空
き
室

及
び
空
き
家
を
整
備
し
、
入
居
で
き
る

よ
う
確
保
し
て
お
く
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答
弁

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
家
賃
な

ど
も
発
生
し
、
一
時
的
な
入
居

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
空
き

家
に
つ
い
て
も
町
営
住
宅
と
同
じ
で
す

が
、
所
有
者
の
意
向
で
実
現
可
能
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

良
質
の
水
源
確
保
か
、

観
光
優
先
か

新あ

ら

い井 

達た

つ

お男

質
問

小
規
模
水
道
組
合
の
中
で
三

沢
地
区
・
高た

か

府ぶ

地ち

水
道
組
合

は
、
毎
年
ポ
ピ
ー
祭
り
や
大
雨
の
時

期
に
な
る
と
組
合
員
の
方
々
が
大
変

苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
水
不
足
は
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
雨
が
降
る
と
、
取
水
口
１
号
・

２
号
箇
所
は
、
ポ
ピ
ー
を
蒔
く
の
に

な
ら
し
た
土
が
泥
流
と
な
っ
て
川
に

流
れ
込
ん
で
取
水
口
が
詰
ま
っ
て
し

ま
い
、
役
員
５
〜
６
名
で
土
砂
を
取

り
除
き
使
用
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

地
球
温
暖
化
の
た
め
、
毎
年
豪
雨

に
よ
り
泥
流
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ポ
ピ
ー
会
場
を
縮
小
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、
組
合
員
の
方
々
も
年
々

高
齢
化
し
、
小
規
模
水
道
を
維
持
管

理
し
て
い
く
の
は
大
変
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

答
弁

ポ
ピ
ー
畑
が
原
因
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
令
和
２
・
３
年
度

の
実
行
委
員
会
事
務
局
で
あ
る
皆
野

町
産
業
観
光
課
を
中
心
に
、
秩
父
高

原
牧
場
を
含
め
て
対
応
し
て
も
ら
う

よ
う
協
議
調
整
し
、
良
質
の
水
源
確

保
に
努
め
ま
す
。

学
校
図
書
館
に
司
書
・

支
援
員
を
配
置
し
ま
す
！

常つ
ね
や
ま山 

知と

も

こ子

大雨の後のポピー畑の溝
皆
野
町
議
会
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
年
度
予
算
、
議
会
の
注
目
点
は

６
名
が
登
壇　
一
般
質
問

 令和２年 第１回（３月）定例会
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第
33
号
（
令
和
２
年
３
月
定
例
会
）

8

内う
ち
か
い海 

勝か

つ

お男

　

林は
や
し　

豊ゆ
た
か

質
問

地
域
活
性
化
と
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
、

①
秩
父
音
頭
と
俳
句
の
町
に
ふ
さ
わ
し

い
「
文
化
・
観
光
施
設
」
整
備
に
つ
い
て
、

以
前
、
町
長
か
ら
「
施
設
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
や
役
場
内
部
で
よ
く
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
。

②
本
町
商
店
街
駐
車
場
（
町
有
地
・

約
８
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
３
月

末
を
も
っ
て
契
約
解
除
に
な
る
よ
う
で

す
。
今
後
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
。

③
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答
弁

町
の
各
種
施
設
は
、
大
規
模
改

修
期
を
迎
え
、
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
ま
す
。「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
お
い
て
保
有
す
る
施
設

面
積
の
28
％
削
減
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
総
合
的
に
判
断
し
て
、
新
た
な
会

館
等
の
建
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
等
地
で
あ
る
町
有
地
を
、
本
町
の

再
生
や
観
光
振
興
に
い
か
に
つ
な
げ
る

か
、
ま
た
多
く
の
方
の
利
便
性
に
つ
な

が
る
か
、
店
舗
誘
致
、
起
業
者
公
募
、

駐
車
場
利
用
な
ど
、
こ
の
3
案
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
形
の
中
で
、
有
効
活
用
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
皆
野
町
を
応
援
し
た
い
、
皆
野
町

に
寄
附
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
町
の
魅
力
や
施
策
な
ど
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
事
業
者
の
協
力
の

も
と
返
礼
品
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

【
要
望
】
中
心
商
店
街
に
仮
称
で
す
が

「
秩
父
音
頭
と
金
子
兜
太
ふ
る
さ
と
館
」

を
建
設
し
「
皆
野
町
に
来
て
も
ら
い
・

見
て
も
ら
い
・
知
っ
て
も
ら
っ
て
・
住

ん
で
も
ら
う
」。
そ
し
て
、
本
町
商
店

街
の
再
生
や
創
生
に
つ
な
げ
る
。
そ
う

し
た
独
自
施
策
推
進
に
向
け
た
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
検
討
を
要
望
し
た
い
。

質
問

５
年
以
上
前
か
ら
、
安
価
で
手

軽
な
町
内
交
通
の
手
段
と
し

て
ワ
ゴ
ン
車
等
の
利
用
を
提
案
し
て

き
た
。
町
は
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
が

ベ
タ
ー
で
あ
る
と
し
、
７
年
が
経
過
し

た
。
そ
の
間
、
町
内
の
商
店
も
閉
店

が
増
え
、
近
場
で
の
買
い
物
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
昨
年
来
、
高
齢
者
の
免
許
返

納
が
多
く
な
り
、「
街
中
の
足
」
を
望

む
声
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
路
線
バ

ス
や
鉄
道
で
は
国
道
沿
い
の
店
舗
に

買
い
物
に
行
け
な
い
。
町
内
で
は
お
出

か
け
タ
ク
シ
ー
は
利
用
し
に
く
い
。

　

町
内
交
通
に
つ
い
て
町
民
の
考
え
を

聞
く
検
討
会
等
を
開
く
考
え
は
な
い

か
。

答
弁

現
在
に
お
い
て
も
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
そ
れ
を
補
う
現
行
の
お

出
か
け
タ
ク
シ
ー
対
応
が
ベ
タ
ー
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

町
内
交
通
検
討
会
等
の
創
設
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
誤
発

進
防
止
装
置
等
も
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
免
許
返
納
者
は
減
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
買
い
物
に
は
路
線
バ
ス
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
移
住
定
住
問
題
に
つ
い
て 

質
問

こ
こ
数
年
、
お
試
し
住
宅
、
事

務
所
の
設
置
、
専
従
者
の
配
置

等
で
１
０
０
０
万
円
以
上
の
金
を
か

け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
移
住
者
の
人

数
の
、
数
値
目
標
を
伺
い
た
い
。

答
弁

具
体
的
な
移
住
者
数
に
つ
い
て

は
特
段
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
転
出
者
数
が
年
間
３
０

０
人
〜
２
６
０
人
の
間
で
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

転
入
者
数
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
こ

の
数
に
近
づ
け
る
よ
う
押
し
上
げ
て
い

く
こ
と
が
目
標
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

独
自
施
策
の
推
進
を

公
共
交
通
に
つ
い
て

町の考えを聞きました［ 一般質問 ］
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会
、
新
体
制
で
ス
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ト

新
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度
予
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名
が
登
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質
問

9

令
和
２
年
５
月
１
日
発
行

9

令和２年度　特別会計予算額

 1億3854万円

対前年度比 3506万円増 対前年度比 4160万円増 対前年度比 434万円減

国民健康保険 会特別
計

10億4806万円

介 護 保 険 会特別
計

11億4950万円

（単位：万円 未満切捨）

後期高齢者医療 会特別
計

令和２年　第１回定例会で
審議された議案と議員の賛否

結果

大
塚
鉄
也

林
　
太
平

小
杉
修
一

宮
前
　
司

常
山
知
子

大
澤
金
作

新
井
達
男

林
　

豊

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

若
林
光
雄

皆野町森林環境整備基金条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町一般職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

土地の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー

令和２年度 皆野町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度 皆野町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度 皆野町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度 皆野町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和元年度 皆野町一般会計補正予算(第５号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和元年度 皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和元年度 皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和元年度 皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

町道路線の廃止及び認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
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案
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新型コロナウイルス感染症！新型コロナウイルス感染症！
今、全世界に感染が広がり、大変なことになって
います。日本は何とか持ちこたえているようですが、
今後 3 週間が、カギを握るようです。楽しみにし
ていた、東京オリンピックもＩＯＣで承認され 1 年
程度延期が決定、心が感染している様な状態で
す。１日も早い収束を願い、完全な形でオリンピッ
クができるよう願います。（４月９日記 宮前）

次の定例会は
６月中旬頃の予定です gikai@town.minano.saitama.jp

Fax 0494-62-2791

議会だよりへのご意見をお寄せください

委 員 長 常山知子 　

副委員長 新井達男
委　　員 大澤径子
　　    宮前　司
　　    小杉修一
　　　　林　太平 皆 野 町 議 会

10

（議会事務局宛）

9
25 水

１月17日(金 )

全員協議会開催、「①消防救急デジタル無線談

合問題　②水道事業経営審議会の諮問事項に対

する答申」２点の説明があり、平成29年実施の

①は公正取引委員会よりの指摘で、㈱富士通ゼ

ネラルほか４社により受注調整されたため、損害

賠償請求を行うとのこと。また、②は令和元年

12月に答申提出。水道料金は令和3年4月か

ら5年間平均17.91%値上げ、１立方メートル

218円の統一料金とするよう答申がされました。

2月19日（水）

全員協議会に続き、組合議会定例会が開催、全

員協議会では管理者から水道料金の統一に係る

組合理事会の協議状況と、令和3年4月から

の統一水道料金は秩父市と同じ料金体系とする

方針だと報告されました。定例会では一般質問３

名、管理者提出議案8件で、条例改正、令和元

年度一般会計、水道事業会計の補正予算、令和

２年度の一般会計、水道事業会計予算が提出さ

れ、議案は原案のとおり認定・可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　（議員　四方田　実）
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人 事  ・ 表　彰 

 監査委員の選任

内海勝男氏（皆野町大字三沢）※継続

 公平委員会委員の選任

浅見雅夫氏（皆野町大字皆野）※継続

 農業委員会委員の選任

大濵英一氏（皆野町大字皆野）※新任

　「町村議会議員として27年以上在職し、

功労のあったもの」として、2月21日に、

全国町村議会議長会から宮原睦夫議員・内

海勝男議員が表彰されました。長年にわたり

皆野町議会議員として地方自治の振興発展

に尽力され､その功績を認められたものです。

宮原睦夫氏 内海勝男氏


